
電 気 演 習 Ⅱ （ E l e c t r i c E x e r c i s e s Ⅱ ）教 科 目 名

電気電子工学科 2年学 科 名 ・ 学 年 ：
必履修 2単位 （前期1コマ，後期1コマ，学習保証時間45時間）単 位 数 な ど ：
後藤 智行担 当 教 官 ：

授業の概要

年次に学ぶ「電気回路」と「電磁気学」は，電気工学の２本柱ともいうべき大切な科目である．今後の種々の専門科目2
のみならず，将来の就職，進学にも直結しており，本講座においてこれらの演習を行う．またこれらの問題を解くためには

微分積分Ⅰ，線形代数の演習もかなり時間を割いて実施する．

到達目標 大分高専目標(B2),JABEE目標(g)

１ 年 次 に 学 ん だ 数 学 や 基 礎 の 電 気 工 学 は 十 分 に 理 解 し て お か な い と 今 後 ま す ま す 難 し く な

る の で ， 特 に １ 年 次 の 復 習 部 分 は 完 全 に 理 解 す る こ と を 第 一 の 目 標 に す る ． ま た ２ 年 次 に な
る と ， 自 ら 勉 強 す る 習 慣 の 付 い た 学 生 と そ う で な い 学 生 の 差 が は っ き り 出 て く る の で ， 小 テ

ス ト や 課 題 を 宿 題 に 課 し て ， 全 員 が そ の 課 題 を 自 宅 で 達 成 し て 来 る 習 慣 を 身 に 付 け さ せ ， 自

ら 勉 強 を 進 め る こ と が 出 来 る よ う に な る こ と を 第 二 の 目 標 と す る ．

回 授 業 項 目 内 容
１.１年次の復習

1,2 ( 1 )基 礎 数 学 Ⅰ の 復 習 い ろ い ろ な 数 式 の 計 算 問 題

3,4 (2 )基 礎 数 学 Ⅱ の 復 習 三 角 比 と 三 角 関 数 の 計 算 問 題

２.１ 年 生 で 学 ん だ 電 気 基 礎 理 論

の 復 習

1)基 礎 理 論 （ そ の １ ） 電 力 ,エ ネ ル ギ ー の 復 習 問 題5,6 (

( 2 )基 礎 理 論 （ そ の ２ ) 電 磁 気 ,静 電 気 等 の 復 習 問 題7

前期中間試験8
３ .直 流 回 路 解 析 の 問 題

9 1)キ ル ヒ ホ ッ フ の 法 則 キ ル ヒ ホ ッ フ の 電 流 ・ 電 圧 法 則 の 計 算 問 題 の 復 習(
(2 )閉 路 解 析 法 閉 路 解 析 法 の 計 算 問 題 の 復 習10
( 3 )接 点 解 析 法 節 点 解 析 法 の 計 算 問 題 の 復 習11

1 2 ４ .２ 年 生で学んでいる数学の復習 平 面 上 の ベ ク ト ル の 計 算

(その１)

13 , 1 4 ５ .２ 年生で学んでいる電気回路の復習 交 流 回 路 の 基 礎 計 算 ,回 路 素 子 に 関 す る 計 算 問 題

（その１）
前期期末試験15
前期期末試験の解答と解説 自身の理解力を分析し，わからなかった部分を理解する．16

1 7－ 19 ６ .２ 年 生で学んでいる数学の復習 空 間 の ベ ク ト ル の 計 算

(その２)
20－ 22 ２年生で学んでいる電気回路の復習 交 流 回 路 計 算 ,交 流 回 路 の 電 力 計 算 ,応 用 問 題７ .

（その２）

後期中間試験23
2 4－ 26 ８ .２ 年 生で学んでいる数学の復習 微分・積分線形代数の演習

(その３)
27 , 2 8 年生で学んでいる電気回路の復習 回 路 解 析 と 諸 定 理 を 用 い た 演 習 問 題９ .２

(その３)

後期期末試験29
後期期末試験の解答と解説 自身の理解力を分析し，わからなかった部分を理解する．30

ま ず１年次に勉強した数学，電気基礎および直流回路の解析法を復習する．さらに２年次に新しく

学ぶ科目の講義進度と並行させながら，プリントによる演習を行う．宿題はかなり多く出すつもりであ

るから，しっかり予習，復習はするつもりでいてもらいたい．履 修 上 の 注 意

２年次に学ぶ「電気回路」と「電磁気学」は，電気工学の２本柱ともいうべき大切な科目であ
る．今後の種々の専門科目のみならず，将来の就職，進学にも直結しており，本講座においてこれ

らの演習を行う．またこれらの問題を解くためには，微分積分Ⅰ，線形代数の演習もかなり時間を

割いて実施する．

プリント教 科 書

電 気 関 係 :１ ， ２ 年 生 次 電 気 回 路 ， 電 磁 気 学 の 教 科 書 ,過 去 の プ リ ン ト 等参 考 図 書
数学関係:１，２年生次 数学教科書（微分積分Ⅰ，線形代数の教科書）

とにかく演習は自覚して積極的に自分から予習復習の繰り返しをて貰いたい．３年生位から各種

国家試験（無線従事者、電気主任技術者等）資格試験受験の目標をたて，その前準備と位置付ける関 連 科 目

のも一つ方向である．
（ ４ 回 の 定 期 試 験 成 績 の 平 均 ） × 0.8＋ （ 小 テ ス ト ,課 題 提 出 の 結 果 ） × 0.2評 価 方 法

た だ し 定 期 試 験 を 受 験 出 来 な か っ た 者 は 、 そ の 試 験 の 正 解 を 課 題 と し て 、 ま た

小 テ ス ト の 日 に 欠 席 し た 学 生 は 、 レ ポ ー ト 課 題 を 提 出 す る こ と に よ り 、 救 済 す

る こ と に す る 。 そ の 結 果 、 ６ ０ 点 以 上 で 合 格 点 の 者 は 、 定 期 試 験 の 点 数 。 （ 即

ち 別 途 提 出 す る 課 題 は 無 し 。 ） ま た ４ ０ ～ ５ ９ 点 の 学 生 は 、 再 試 験 に て ６ ０ 点
以 上 で あ れ ば 、 ６ ０ 点 で 合 格 と す る 。




